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- フィールド振動測定結果

ご依頼元 

ご担当者様 

作業実施日 

作業実施者 

報告書作成者（日付） 

1 プルーフテクニック測定器 

測定装置 VIBXpertⅡ VIB 5.310-2 測定装置シリアル番号 031491 

振動センサー VIB 6.142R 振動センサー NA 

2 作業内容 

ファン、モータの振動測定及びプーリーずれの確認(弊社プーリー調整器「プルアライン」にて実施)。 

3 機械情報 

設置場所 貴社工場敷地内 機械の種類 ファン、モータ 

モータメーカー 型式 

機器詳細 【ベアリング型式】※ブロア①、ブロア②共通 

ファン負荷側: UELP205 

ファン反負荷側: UELFL205 

モータ負荷側: 6205 

モータ反負荷側: 6304 

コメント ベアリング UELP205及び UELFL205に関しては設計上の理由より、正確な異常周波

数算出が出来ませんので、今回は参考値を適用しております。 

4 結果報告 

バランスずれ、プーリーずれが発生しております。 

ベアリング異常の兆候が見られる箇所があります。 

5 対応策 

プーリーの取付け確認及び調整を実施して下さい。 

定期的な振動測定を実施し、トレンド管理をされることを強く推奨致します。 

6 測定箇所と ISO基準 

6.1 測定箇所 4カ所（赤矢印） 

DE・・・負荷側 (ドライブエンド) 

NDE・・・反負荷側 (ノンドライブエンド) 

ファン

DE

ファン

NDE

モータ

NDE

モータ

DE
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6.2 通常、モータ：ISO10816に基づき振動の速度のオーバーオール RMSにて判定しますが、今回の測定対象

のモータ出力が 1.5kW(本規格の最低出力 15kW 未満)で条件外となりますので、あくまで参考比較となりま

す。事項以降の閾値に関しましては、下記、グループ 2の基礎固定時のものを使用しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

7 測定結果 

7.1 ブロア①速度オーバーオール値比較 

①ファン NDE ②ファン DE ③モータ DE ④モータ NDE 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

モータ DE、モータ NDEが、事前警告レベルに近づいております。但し前述の通り、上記は 15kW以上の出力時の閾

値の為、実際の症状(後述)はより進行している可能性があります。後述に考えらる原因に関して記載致しますので、対

処されることを推奨致します。 
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7.2 ファン①NDEの速度 FFT 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファン回転数の 1 倍の周波数

26Hz(図中 M: 1564rpm / 60 = 

26Hz)に振動が発生しており、以

降 2倍、3倍と周期的に同様の振

動が見られます(ハーモニック)。プ

ーリーずれが発生しておりますの

で、調整を推奨致します。また、図

中赤丸部はモータ回転数の 1 倍

の周波数約 30Hz(1806rpm / 60 = 

30Hz)の振動です。モータのバラ

ンスずれがファン側にも伝わって

おります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.5Hz付近(図中M)に特異な振動

が発生しており、以降ハーモニッ

クが発生しております。 
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7.3 ファン①NDEの加速度 FFT及び加速度エンベロープ(ベアリング解析) 

【加速度 FFT】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高周波域(2,000Hz～4,000Hz)に振動が発生しております。ベアリング異常が出てきている可能性があります。 

【加速度エンベロープ】ベアリング型式：UELFL205 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外輪(BPFO)、及び内輪(BPFI)の当り周波数に振動が見られます。値としてそれ程大きくはありませんが、定期的に

振動測定を実施し、トレンドを管理されることを推奨致します。 

※本ベアリングの設計上、詳細の寸法が分からない為、上記の当り周波数はあくまで参考値となります。 

【備考】 

FTF・・・保持器の当たり周波数 

BPFO・・・外輪の当たり周波数 

BPFI・・・内輪の当たり周波数 

BSF・・・転動体の当たり周波数 

※詳細は最終ページにて記載。 
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7.4 ファン①DEの速度 FFT 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NDE側と同様の傾向が見られました。プーリーずれ(図中 M: ファン回転数の 1倍の周波数=26Hz)の値が NDE側よ

り大きくなっており、より影響を受けていることが分かります。 

 

7.5 ファン①DEの加速度エンベロープ(ベアリング解析) 

ベアリング型式：UELP205 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保持器(FTF)外輪(BPFO)、及び内輪(BPFI)の当り周波数に振動が見られます。異常が発生している可能性がありま

す。また、NDE側と比較すると振動値も大きくなっております。プーリーずれの影響が大きい分、ベアリングへの負荷も

大きくなっていると考えられます。定期的に振動測定を実施し、トレンドを管理されることを推奨致します。 

※本ベアリングの設計上、詳細の寸法が分からない為、上記の当り周波数はあくまで参考値となります。 
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7.6 モータ①DE及び NDEの速度 FFT 

【DE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モータ回転数の約 1倍の周波数 28.5Hz(図中M: 1805rpm / 60 = 30Hz)に振動が発生しております。プーリーずれか

ら来るバランスずれが発生しております。また、図中赤丸部ファンの回転数の 1 倍の周波数 26Hz に振動が発生して

おり、以降 2倍 3倍と等感覚に同様の振動が見られます。プーリーずれの影響を強く受けていることが分かります。値

が他の測定点より大きくなっている為、プーリー調整をされる事を推奨致します。 

【NDE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DEと同様の傾向が見られます(振動も大きくなっております)。モータのバランスずれ、及びプーリーずれの影響が出て

おりますので、プーリー調整をされる事を推奨致します。 
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7.7 8.5Hz周辺の振動(速度 FFT) 

【ファン NDE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ファン DE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ DE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ NDE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.5Hzに振動が発生しており(図中M)、以降等間隔にハーモニックが発生しております。回転数に関係なく全ての測定

点にて発生しており、また、後述のブロア②においても同様の振動が見られます。同室内の環境の確認をお願い致し

ます(8.5Hzの周波数帯で信号を発信する機器の有無)。 
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7.8 ブロア①プーリーずれの確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【設置風景】 

弊社レーザープーリー調整器「プルアライン」設

置風景。2個 1組で、それぞれファン側、モータ

側に取り付けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ファン側】 

レーザーが中心線と一致せず、傾いておりま

す。プーリーの取り付け不良が生じております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ側】 

ファン側同様、レーザーが中心線と一致せず、

傾いております。プーリーの取り付け不良が生

じております。 
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7.9 ブロア②速度オーバーオール値比較 

①ファン NDE ②ファン DE ③モータ DE ④モータ NDE 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

モータ NDEが警告レベル、ファン DEが、事前警告レベルに近づいております。但し前述の通り、上記は 15kW 以上

の出力時の閾値の為、実際の症状(後述)はより進行している可能性があります。 
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7.10 ブロア②速度 FFT比較 

【ファン NDE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ファン DE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回転数の 1倍の周波数(図中M: 26Hz)に振動が発生しており、2倍、3倍の周波数帯(図中 2, 3)にも振動が発生して

おります。プーリーずれが生じておりますので、調整される事を推奨致します。 

【モータ DE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ NDE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回転数の約 1 倍の周波数(図中 M: 28.50Hz)に振動が発生しております。プーリーずれ取り付け不良によるバランス

ずれが発生しております。また下段(モータNDE)の 85.25Hz(図中D)の振動が高くなっておりますが、これは回転数の

3倍の周波数の振動と、前述 8.5Hzの 10倍の振動が同調している為と考えられます。また、各振動値はモータ NDE

にて最も大きくなっており、結果的にオーバーオール値の上昇に繋がっていると考えられます。 
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7.11 ブロア②速度 FFT比較 

【ファン NDE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ファン DE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ DE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ NDE】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブロア①同様、8.5Hz に振動が発生しており、ハーモニックも見られます。周辺機器(8.5Hz の信号を発する可能性の

ある機器)の確認をお願い致します。 
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7.12 モータ②NDE加速度 FFT 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブロア②においては全ての測定点(ファン NDE、ファン DE、モータ DE、モータ NDE)にて同様の傾向が見られました。

ここでは最も振動値が大きかったモータ NDEについて記述します。 

前述の特異な振動(8.5Hz)のハーモニック、及び回転数の 1倍の振動のハーモニックが同調し、85Hz付近(図中 D)に

大きな振動が発生しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



pg. 
13 
 

 

7.13 ブロア②加速度エンベロープ比較(ベアリング解析) 

【ファン NDE】ベアリング型式：UELFL205 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ファン DE】ベアリング型式：UELP205 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NDE、DE共に保持器(FTF)、外輪(BPFO)、内輪(BPFI)の当り周波数付近に振動が発生しております。現状、値として

は大きくありませんが、今後も定期的に振動を測定し、トレンド管理をされる事を推奨致します。 

※本ベアリングの設計上、詳細の寸法が分からない為、上記の当り周波数はあくまで参考値となります。 

【モータ DE】ベアリング型式：6205 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ NDE】ベアリング型式：6304 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DE、NDE 共に保持器(FTF)の当り周波数付近に振動が発生しておりますが、値として非常に小さい為問題ありませ

ん。 
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7.14 ブロア②プーリーずれの確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【設置風景】 

ブロア①同様、ファン側、モータ側それぞれにプ

ルアラインを取り付けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ファン側】 

レーザーが中心線と一致せず、傾いておりま

す。プーリーの取り付け不良が生じております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【モータ側】 

ファン側同様、レーザーが中心線と一致せず、

傾いております。プーリーの取り付け不良が生

じております。 
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参考資料① ベアリングの振動波形判断レベル 

 
 

参考資料② ベアリングの呼び名と周波数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料③ フィールドバランスのイメージ 回転数の 1倍のピークに着目 

 
 調整後の振動値 調整前の振動値 バランスターゲット 


